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１．はじめに 

 

 阪神・淡路大震災以来、大きな災害が全国で毎年のように発生し、地域住民の生活に大

きな影響を及ぼしている。東日本大震災など特に甚大な被害からの復興は 7 年を経過して

新たな課題に直面している。福祉専門職にとって、災害時の要援護者への支援は重要な使

命である。 

当協会では、平成 23 年４月から東日本大震災によって被害を受けた石巻市の支援に入

り、現在も市からの委託を受けて活動を継続している。活動を通じて、被災地での生活復

興には多様で複合的なニーズが存在することから、①「急性期の医療との連絡調整・連

携」②「医療的なニーズから福祉的なニーズへ」③「発災時・避難所期から仮設、恒久住

宅への移行期まで見据えた支援」④「災害福祉支援のできる福祉人材育成や地域での備え

やネットワークづくり」等の視点が重要であることを認識してきた。そしてこの認識を広

く共有するために平成 28 年から一般社団法人日本社会福祉士養成校協会主催の WAM 助

成事業であった「災害福祉支援活動基礎研修」に参加してきた。 

平成 28 年 4 月に発生した熊本地震への支援活動を行った際、「他職種連携」以前に、

「福祉職間の連携」が行われにくいことに気づくこととなった。人材を継続的に派遣する

ためには、より多くの所属団体を超えた福祉専門職が共に活動することが必要であり、近

県等で災害が発生したときに災害福祉支援の派遣チームに参加できる人材を広く育成する

ことが急務であるという考えに至った。 

 今年度は福祉職間の連携を進めるという目的のため職能団体である当協会が主催者とな

り「災害福祉支援活動基礎研修」を引き継ぐこととなった。内容は昨年度のプログラムを

基に上記の視点で改良を行った。複数の団体の視点を入れた内容にするために、また、平

時からの協働作業を行うことを目的に、関連団体で分担し演習内容の作成、講義を行っ

た。「法制度」の講義については、繋がりを作る目的もあり、今年度は弁護士会に入って

もらい、より専門的な視点を取り入れたプログラム内容となった。 

開催地は北海道、石川、静岡、東京の 4 か所とし、地域の選定理由としては過去に災害

があった県、今後大きな災害が起こり得る可能性のある県であり、防災に高い意識を持つ

都道府県を選定した。各地域の自治体担当者を講師として招き、参加者には、参加者の住

む地域の取り組みを学んでもらい、自治体職員には災害時に頼れる専門職として認識して

いただくことを目的に、講義をしていただいた。 

共催団体を通じて参加者を呼び掛けてもらい、各会場には全国から多くの福祉、介護の

専門職や社会福祉協議会、自治体、災害福祉支援に関心のある方など、様々な参加者が集

まった。 
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２．事業の目的等 

 

目的：全国で福祉職向けの災害福祉支援活動基礎研修を実施することで、災害支援に関心

のある福祉職を掘り起こし、災害時の福祉支援に関する基礎知識を共有し習得する

こと。また、他の専門職の考え方や専門性を知るとともに、普段別の分野で働いて

いる福祉職との協働の体験をすることにより、平時、災害時でのネットワークをつ

くること。さらに全国に災害福祉支援チーム人材がストックされていくことで、

様々な災害において、即応かつ継続的に福祉支援を行うことができるようにするこ

と。 

 

主催：公益社団法人日本医療社会福祉協会 

 

共催（順不同）：公益社団法人日本社会福祉士会 

公益社団法人日本精神保健福祉士協会 

公益社団法人日本介護福祉士会 

一般社団法人日本介護支援専門員協会 

特定非営利活動法人日本相談支援専門員協会 

特定非営利活動法人日本ソーシャルワーカー協会 

一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟 

一般社団法人北海道医療ソーシャルワーカー協会 

一般社団法人石川県医療ソーシャルワーカー協会 

静岡県医療ソーシャルワーカー協会 

一般社団法人東京都医療社会事業協会 

 

協力：社会福祉法人全国社会福祉協議会 

 

助成：独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業 
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３．事業内容・実績 

 

（１）研修プログラムの改良事業 

  委員会を組織し、昨年度に実施した「災害福祉支援活動基礎研修」研修プログラムの

改良を行った。委員会は各協力団体からの委員、事務局で行った。成果としては、プ

ログラムの改良とともに、委員会を通じて情報の交換・共有をし、実際に災害が起こ

った際の協力・協同についての話し合いを行い、今後の方針がみえてきた。 

 ■委員会の日時と会場 

  第 1 回 日時：2017 年 6 月 19 日（月）9 時 00 分～11 時 00 分 

会場：TKP 品川カンファレンスセンター ミーティングルーム 4K 

  第 2 回 日時：2017 年 8 月 24 日（木）9 時 30 分～11 時 30 分 

      会場：TKP 品川カンファレンスセンター ミーティングルーム 5J 

  第 3 回 日時：2017 年 12 月 16 日（土）19 時 30 分～21 時 00 分 

      会場：アクトシティ浜松 コングレスセンター41 会議室 

  第 4 回 日時：2018 年 3 月 4 日（日）13 時 30 分～15 時 30 分 

      会場：公益社団法人日本医療社会福祉協会 会議室 

   その他、各講義等の担当講師の先生方で打ち合わせ、調整等を適宜実施。 

 ■委員名簿（敬称略） 

委員氏名 所属 講師兼務 

白澤 政和 桜美林大学大学院  

川井 太加子 桃山学院大学 〇 

大島 隆代 浦和大学 〇 

山本 克彦 日本福祉大学 〇 

原田 奈穂子 宮崎大学医学部看護学科地域精神看護学 〇 

山本 純江 公益社団法人日本社会福祉士会 〇 

笠松 信幸 一般社団法人日本介護支援専門員協会 〇 

舟田 伸司 公益社団法人日本介護福祉士会 〇 

森谷 就慶 公益社団法人日本精神保健福祉士協会 〇 

齋藤 栄樹 特定非営利活動法人日本相談支援専門員協会  

園崎 秀治 社会福祉法人全国社会福祉協議会 〇 

鎌田 真理子 特定非営利活動法人日本ソーシャルワーカー協会  

小森 敦 一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟  

笹岡 眞弓 文京学院大学 〇 

坪田 まほ 公益社団法人日本医療社会福祉協会 〇 
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（２）災害福祉支援活動基礎研修実施事業（以下「基礎研修」という） 

 ①日時と会場 

  第 1 回目（北海道会場） 

   日時：2017 年 9 月 30 日（土）、10 月 1 日（日） 

   会場：TKP 札幌ビジネスセンター赤レンガ前「はまなす」 

（北海道札幌市中央区北 4 条西 6 丁目 1 毎日札幌会館 5F） 

  第 2 回目（石川会場） 

   日時：2017 年 11 月 3 日（金）、11 月 4 日（土） 

   会場：金沢商工会議所会館「大会議室」 

（石川県金沢市尾山町 9-13） 

  第 3 回目（静岡会場） 

   日時：2017 年 12 月 16 日（土）、12 月 17 日（日） 

   会場：アクトシティ浜松 コングレスセンター41 会議室 

（静岡県浜松市中区板屋町 111-1） 

  第 4 回目（東京会場） 

   日時：2018 年 1 月 27 日（土）、1 月 28 日（日） 

   会場：日本ソーシャルワーク教育学校連盟 研修室 

(東京都港区港南 4-7-8 都漁連水産会館 6 階) 

 ②対象：地域で活動する社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、介護支援専門員、

相談支援専員などの福祉・介護の専門職、社会福祉協議会、ボランティアコー

ディネーター、福祉系教員など災害時の福祉支援に関心のある福祉関係の方 

 ③受講料：2,000 円 
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④プログラム概要 

＜基礎研修＞ 

 ■総論（講義） 

 講師：川井 太加子 氏（桃山学院大学）〔石川〕 

大島 隆代 氏（浦和大学）〔北海道、静岡〕 

笹岡 眞弓 氏（文京学院大学）〔東京〕 

 概要：総論として「災害とは」「災害と福祉の関係」「災害福祉支援活動における区分」「外

部からの福祉支援の原則」「研修の目的」など枠組みや理論を中心とした講義。 

■災害医療について（講義） 

 講師：小井土 雄一 氏（国立病院機構災害医療センター）〔北海道、静岡、東京〕 

    小早川 義貴 氏（国立病院機構災害医療センター）〔石川〕 

 概要：災害派遣医療チーム(DMAT)の第一線で活躍する講師による、我が国の災害医療体

制、DMAT の目的、支援方法、福祉支援に期待する事などについての講義。 

■災害ボランティアセンター（講義） 

 講師：園崎 秀治 氏（全国社会福祉協議会）〔北海道、石川、静岡、東京〕 

 概要：災害ボランティアセンターによる被災者支援」「災害ボランティアセンターを支え

る支援のネットワーク」などの災害 VC の実態・機能についての解説や、「支援者

のあり方」「外部支援を行う上での重要なポイント」など支援者誰しもが心がける

べき点についての講義。 

■災害支援における多職種連携（講義） 

講師：原田 奈穂子 氏（宮崎大学、PCAT、日本プライマリ・ケア連合学会）〔北海道、静

岡、東京〕 

   香田 将英 氏（熊本大学医学部）〔石川〕 

概要：災害支援における多職種連携の必要な理由、連携の実例、課題、特に支援者の感じ

るストレスなどについて、理論と実践に基づいた講義。 

■避難所・福祉避難所生活期における役割（演習 1） 

講師：山本 克彦 氏（日本福祉大学）〔北海道、静岡〕 

舟田 伸司 氏（日本介護福祉士会）〔北海道、石川、東京〕 

概要：豪雨で被災した地域での活動を想定し、一次避難所の中でもより支援が必要な人を

選び、具体的な支援を考える演習。多職種が集まるグループで様々な視点からスク

リーニングし、協議した。また、この演習では参加者同士の交流も大きな目的の１

つとしている。 

■災害福祉を巡る施策動向、自治体との連携等（講義） 

講師：大西 章文 氏（北海道総務部危機対策局危機対策課）〔北海道〕 

   酒尾 貴志 氏（石川県危機管理監室危機対策課防災グループ）〔石川〕 

   金嶋 千明 氏（静岡県危機管理部 危機報道監兼危機管理監代理）〔静岡〕 
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   今野 善浩 氏（石巻市福祉部次長）〔東京〕 

概要：各開催地の自治担当者による、各地域で備えられている防災対策や避難所など災害

対応の仕組みと、その基となる考え方、福祉専門職による支援へ望むことなどにつ

いての講義。但し、東京会場については、石巻市の現状や行っている災害対応の枠

組みと、その基となる考え方についての講義。 

■法制度（講義） 

講師：伊藤 考一 氏（札幌弁護士会）〔北海道〕 

   宇都 彰浩 氏（仙台弁護士会）〔石川〕 

津久井 進 氏（兵庫弁護士会）〔静岡〕 

   吉江 暢洋 氏（岩手弁護士会）〔東京〕 

概要：災害時の福祉支援の際に活用できる法制度の解説。災害対策基本法や被災者生活再

建支援法、生活保護法、弔慰金支給法などで使用できる制度等の解説に加え、弁護

士会で行っている災害時の取り組みの紹介。 

■災害時におけるコーディネーション機能（講義）  

講師：笠松 信幸 氏（日本介護支援専門員協会）〔北海道、石川、静岡、東京〕 

概要：災害時におけるコーディネーション機能の解説や、役割、災害コーディネーション

の留意点、自身の体験や被災地の状況について、ニーズ調査についての講義。 

■チームカンファレンス（演習 2） 

 講師：山本 純江 氏（日本社会福祉士会）〔北海道、石川、静岡〕 

笠松 信幸 氏（日本介護支援専門員協会）〔北海道、石川、静岡、東京〕 

 概要：演習１と同じ被災地で、自宅で生活している被災者家族に実情把握を行い、グルー

プでそれぞれの専門性を活かして状況把握、想定を行い、支援計画を考える演習。

2 人 1 グループで個別の支援を考えたのち、6 人 1 グループで家族全体の支援計画

を協議した。 

■支援の引継ぎ（演習 3） 

 講師：笹岡 眞弓 氏（日本医療社会福祉協会）〔北海道、石川、静岡〕 

森谷 就慶 氏（日本精神保健福祉士協会）〔北海道、石川、静岡、東京〕 

坪田 まほ 氏（日本医療社会福祉協会）〔東京〕 

 概要：支援内容が洩れることなく継続されるため、記録をする必要性を知り、短時間で把

握できる記録記入の工夫を学ぶ演習。演習１．２と同じ被災地を想定し、３つのロ

ールプレイを見て、１つの状況確認シートに書き込んでいった。 
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４．事業成果 

 

（１）研修プログラムの改良事業 

演習内容について、関連団体のうち 2 団体ごとに１つの演習プログラムを検討す

ることとなった。このことによって、職能団体の垣根を超えた協議をすることがで

き、各専門性を活かした演習内容となった。 

 

（２）基礎研修 事業成果 

    各会場には全国から多くの福祉、介護の専門職や社会福祉協議会、自治体、災害

福祉支援に関心のある方など、様々な参加者が集まった。基礎研修の回数を重ねる

ことによって、共催団体とのコミュニケーションが深まり、全国災害福祉連絡協議

会（仮称）準備委員会を立ち上げることができた。また、参加者が自分の居住する

地域で開催したいというニーズが生まれてきた。 

 

（３）研修の申込者数、受講者数、出席率 

    ①基礎研修 申込者数：286 人  受講者数：214 人  出席率：74％ 

     北海道会場：申込者数：39 名 

           受講者数：1 日目 35 名  出席率 89％ 

                2 日目 37 名  出席率 94％ 

           交流会出席者数：16 名(受講者 9 名、講師 5 名、事務局 2 名) 

     石川会場 ：申込者数：60 名 

           受講者数：1 日目 54 名  出席率 90％ 

      2 日目 52 名  出席率 86％ 

 交流会出席者数：15 名(受講者：7 名、講師 6 名、事務局 2 名) 

静岡会場 ：申込者数：74 名 

      受講者数：1 日目 56 名  出席率 75％ 

                2 日目 53 名  出席率 71％ 

 交流会出席者数：28 名(受講者：21 名、講師 5 名、事務局 2 名） 

東京会場 ：申込者数：113 名 

 受講者数：1 日目 74 名  出席率 65％ 

                2 日目 73 名  出席率 64％ 

      交流会出席者数：23 名(受講者：15 名、講師 6 名、事務局 2 名)  
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②申込者属性等： 

・申込者の保有する資格（複数回答）は、全体で以下の通りだった。 

社会福祉士 精神保健福

祉士 

介護福祉士 介護支援専

門員 

相談支援専

門員 

その他福祉

(保育士等) 

その他、な

し 

195 118 77 131 23 33 60 

 

   
 

・申込者の所属（勤め先等）は全体では以下の通りだった。 

医療機

関 

高齢者

施設 

居宅介

護支援

事業所 

障害者施

設/障害

者事業所 

自治体 社会福

祉協議

会 

地域包括

支援セン

ター 

養成

校 

 

その他

福祉関

係機関 

福祉機関

以外、そ

の他 

114 16 33 16 9 21 20 13 26 18 
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・地方別の申込者数は、全体で以下の通りだった。 

北海道 東北 関東甲信 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州・沖縄 

39 10 100 49 55 20 4 2 7 

 

 

 

・申込者の被災地支援経験の有無は、全体で以下の通りだった。 
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（４）災害福祉派遣登録者リスト 

   今年度の派遣登録者数は 208 名となった。昨年度までの派遣登録者数は 300 名程度

であったため、合わせると全国で 500 名となり、災害派遣人材が蓄積されてきた。 

 なお、受講者情報の取り扱いについては、申込段階で以下の扱いについて明記し、

受講者はそれを確認したうえで受講を申し込むこととした。参加申し込みフォームに

明記した内容は、リスト化して、災害時に派遣する福祉支援者リストとして日本医療

社会福祉協会が保管し、必要に応じて日本ソーシャルワーカー連盟（ＪＦＳＷ）（日

本社会福祉士会、日本精神保健福祉士協会、日本医療社会福祉協会、日本ソーシャル

ワーカー協会）、日本ソーシャルワーク教育学校連盟、で共有する。 

   また受講者には研修 2 日目に「災害福祉支援派遣のための情報シート（記名式）」

を配布し、派遣に関しての詳細な情報の提供（自動車運転の可否等。自筆）をしてい

ただいた。これも同様にリスト化し、保管する。なお、これらの情報は災害時に派遣

を打診するためのリストとして保管し、災害時には住所地や専門等により調整し打診

を行ったうえで、その時々の候補者の事情により派遣を調整する。これらの情報はこ

の事業と災害派遣関係以外に使用しない。 

  

（５）「全国災害福祉支援連絡協議会（仮称）」の設立 

今年度、4 回の研修を経て派遣登録者数が 500 名を超え、災害派遣人材が蓄積され

てきた。そこで、企画委員会で発災時の具体的な人材の派遣の方法の必要性が検討さ

れた。これまでの取り込みの成果や福祉の支援にかかる関係団体等との信頼関係や連

携の素地が整ってきている状況を踏まえ、災害が発生した際に関係団体・者が連携・

協働して災害福祉支援活動を行うことができるよう、全国組織『全国災害福祉支援連

絡協議会（仮称）』設立する準備をすることとなった。 
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（６）研修アンケート 

 

研修名 災害福祉支援活動基礎研修 北海道会場 

 参加者数 回答者数 回答率 

1 日目 35 31 88％ 

2 日目 37 36 97％ 

感想・意見 

■研修全

体の主な

感想 

・支援を引き継ぐことの難しさ、普段の仕事のように継続的な支援を行わないときにどの情報を伝え

ていくか、チームとして動くことの大切さがわかりました。すべてを学べなかったかもしれませんが、

自分一人で担うのではなく、どこにつないでいくかを知っておくことの大切さが分かった。 

・全て覚えることができなくても、どこに聞けば良いのか、どんな制度があるのかだけでも知ってい

るとつなげることができると思った。 

・災害支援は簡単なことではないけれど大事なこと、自分にできることは何なのかを改めて考えた。 

・とても有意義で、多職種で行う被災地支援という視点で自分の職種ができることのヒントを得るこ

とができた。 

・日々 の連携、ネットワークがいかに大切かを改めて強く感じた。 

・研修プログラム、一講義の時間配分がとても良かった。 

・被災経験も支援活動への参加もしたことがなく、自分がそこで何をできるのか全くイメージがなか

ったのですが、今回の研修でわずかではありますが、イメージをつかむことができた。 

・複数の講師がいて、１つの災害について多角的に捉えることができた。 

■主な希

望する内

容・改善点 

・消化やフォローアップが必要なプログラムも多々 あったと思う。参加者を次に繋げるようなアナウ

ンスが必要ではないか。（スフィアプロジェクトや、災害VC運営者研修など） 

・継続的に研修が開催されるのであれば、継続的に学んでいきたい。 

・グループワークをもう少しやっても良かったと思う。 

・外部から支援者として必要な知識の一方、現地に住み、地域を支援し続けるSWrが知っておくべ

きことも学べたらよいと思った。 

・かならずしもテーマに沿った内容ではない講義があって残念だった。 

・今後被災地での聞き取りや、記録方法の訓練など機会があれば、是非参加したい。 

・記録、引継ぎをもっと時間を持って学びたいと思った。 

・ネットワーキング（平常時からの）について深く学べる内容の研修を希望。 
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研修名 災害福祉支援活動基礎研修 石川会場 

 参加者数 回答者数 回答率 

1 日目 54 51 94％ 

2 日目 52 52 100％ 

感想・意見 

■研修全

体の主な

感想 

・１つ１つのプログラムを点でとらえていた災害のイメージが、2日間の研修を通して、体系的に理

解できたように思う。 

・とても有意義な研修だった。これまで専門職団体単体の災害についての勉強会や卓上訓練にとどま

っていました。今回のようなソーシャルワーク、災害福祉という横断的なつながり、連携を主として、

学ぶ機会はとても貴重なものだと思う。この機会から協議体設立、支援活動に取り組むことが望まれ

ると思う。 

・いろいろな視点から学び、視野が広がった。どの講義もどの演習も平時から大切にしなくてはいけ

ないことばかりで、明日からの実践に活かしたい。 

・地域包括支援センターの役割や準備が明確になったこともある。災害時を見据えた街づくりで地域

包括ケアシステムの構築の参考になると思った。 

・普段会わない分野の方々 と一緒に研修を受けられて大変有意義だった。周りの人たちをも情報交換

をして、自分に足りない考え方や能力を再認識することができて良かった。 

・演習が実践的で勉強になった。スクリーニング、記録など平時でもしていることですが、災害時に

はより高い能力が求められていると感じました。日々 の業務をまじめに丁寧に行いながらスキルを高

めていることが大事などだと改めて感じた。 

・事例や演習も本当はゆっくり取り組みたいと感じる一方で、短時間でチームをまとめる力も必要で

あるため、タイトな研修も大事だと思った。 

・災害福祉研修は3回目の参加だが、毎回内容が充実してきていて新鮮。 

・昨年、大阪で受講したが、今回の方が演習や講義内容全て良かった。 

・状況が刻々 と変わるため、支援に入るタイミング、場所、災害内容等々 により、するべき事、スピ

ード感全てが違うとは思うが、その中でも柔軟にその地域のニーズを掘り起こし発信し動ける対応力

が求められ、難しいと感じ、少し自信をなくした。 

・災害支援を学び、実際現地に行って何ができるのか、不安がある。 

■主な希

望する内

容・改善点 

・資料に災害に関わる根拠法を入れてほしい。実践の災害で使用した資料があれば欲しい。 

・基礎研修があるなら応用研修も行ってほしい。今のままでは被災地支援に不安しかない。 

・フォローアップ研修があれば是非参加したい。 

・内容の重複がみられる。 

・演習の時間を増やしてほしい。 

・基礎ということなので、「ここは！」という部分を丁寧にやるのもいいのでは。 
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研修名 災害福祉支援活動基礎研修 静岡会場 

 参加者数 回答者数 回答率 

1 日目 56 53 94％ 

2 日目 54 52 96％ 

感想・意見 

■研修全

体の主な

感想 

・様々 な団体や職種との連携、様々 な場面でコーディネートする人が必要なのだと実感した。再確認

できたこと、新たに知ったことなど、幅広い領域のお話を聞くことができ、とても参考になった。多

職種の専門性を知ることができて良かった。 

・皆様違う視点で考えられているので、同じ被災者にも違う支援策が立てられ勉強になった。「広い

視点で、被災者主体で、負担にならない支援策を」という点が重要なことだと分かった。 

・様々 な職種からなるグループの演習は自分とは違う視点を学ぶ機会となりとても勉強になった。特

に社協さんの職員目線は全く違うなと感じた。 

・講義を受けて、なんとなく分かっているつもりでいたことをきちんと知ることができた。 

・参加者とのコミュニケーションが広がりよい研修だった。 

・日ごろから地元の社会資源や住民目線で知っておく必要性を痛感しました。 

・必要なプログラムが構成されており、大変勉強になった。職場だけでなく、地域にも広めていける

とよいと感じた。 

・未熟な私が被災地に行って何ができるのか、迷惑をかけてしまうのではないかと思いも募った。 

・中長期的な支援は福祉支援として重要であり、現在も東北では多くの専門職が関わっています。今

回、中長期支援の視点がほとんど語られていない印象であり、非常に残念な印象です。 

■主な希

望する内

容・改善点 

・次のステップに進める内容の研修を受講したいです。（多数） 

・実践に即したコーディネートの研修。 

・様々 な支援チームが被災地に来ることが分かったが、その中で被災地の方にお役立ちできるのか不

安がある。一度ロールプレイを行いたい。泊りがけで。 

・各講義の時間が短いため、講義の進行が早いので十分に理解できない。（多数） 

・実際の避難所立ち上げや、ボランティアセンターでの役割などのロールプレイ、GWなどやってみ

たいと思った。 

・自身が被災した時に大変な状況の中で、どうやって支援を受け入れるのか、の視点も欲しい。 

・被災地にボランティアとして入った時の、より具体的なコミュニケーションのあり方を学びたい。

禁句、被災者への配慮のありようなど。 

・研修受講後の活動や、被災地の支援でかかわる場合の立場・役割・多職種連携等との連携について

もう少し具体的に研修内容として学びたいと思った。 

・可能でしたら他の参加者とより深く交流できるきっかけがあればより良かった。ウォーミングアッ

プなど。 
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研修名 災害福祉支援活動基礎研修 東京会場 

 参加者数 回答者数 回答率 

1 日目 74 67 90％ 

2 日目 73 67 91％ 

感想・意見 

■研修全

体の主な

感想 

・講義とグループワークのバランスが良かった。自分自身の専門性を振り返りながら参加できる構成

になっていたと思います。参加してよかったです。 

・被災者の視点に立って様々 な支援者と折り合いをつけていく必要性を学べた。 

・様々 なバッググラウンドをもつ人々 が共に学び、話し合える環境はなかなか経験できないので、貴

重であった。 

・一回学べば終わりでないと感じ、何度も学ぶ必要性を感じた。継続参加したい。（複数） 

・演習の順番や目的の事前説明が研修の大きな効果に通じると感じた。 

・被災地に行ったら専門職として何ができるか？と漠然としていたが、形として見えてよかった。記

録の書き方、考え方の違い、まとめ方を学び、勉強になった。 

・多様な職種、立場のお話を伺えて、災害支援を広く学ぶことができ勉強になった。 

・医療との連携はもちろん、多職種との連携の重要性とそれについてのポイントがよく分かった。 

・基礎的な学びがあるのとないとでは、支援に影響が出ることがよく分かりました。次に学ぶべきも

のとして、共通の言語があると実感しました。 

・通常は日本社会福祉士会の研修に出席していましたが、本研修に出席してみてその内容の具体性に

大変面白く感じました。同じ「災害支援研修」といっても、また、同じ社会福祉職対象としても研修

の内容とは大きな違いがあり、それぞれ意義深く感じました。 

・県単位での仕組みづくりの必要性を感じました。 

■主な希

望する内

容・改善点 

・フォローアップ研修のようなものを開催してほしい。（多数） 

・サイコロジカルファーストエイド、スフィアプロジェクトについて学びたい。（多数） 

・仮設住宅に移行してからの支援についての演習などもあると助かる。 

・ボリュームがあるので一つひとつをもう少し詳細に学べる研修があるとよいと感じました。 

・ボランティアに行った後のスタッフメンタルケアについても学んでおきたいと思いました。 

・現場で実際に使った（アセスメント等）書類と記載したもの（個人情報加工したもの）があると、

現場の難しさがより理解できると感じました。 

・もっと現地でどんな問題に対しどこで協議し、どう動いたかという具体的なところが知りたい。 

・実際の災害福祉支援の際の組織作りなどを協会でやってもらえるとありがたいです。 

・例えば、本研修をコアカリキュラムとして、更に各地への浸透を図るため、フォローアップ研修を

作って、各都道府県協会、或いは各都道府県社会福祉士会などにやっていただく形があるとよいと思

いました。 

・いろいろな団体や研修についての資料、情報をもう少し提供してほしい。 
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５．まとめに代えて 

 今回の研修は基礎研修ということで、福祉の各職種、及び多職種との連携を中心に、被災

地における急性期の状況を理解できる講義・演習で構成した。各会場、各日程で行ったアン

ケートを「本研修の評価」「今後の研修内容への要望」「災害支援への動機づけ」の 3 つの項

目で整理した。以下各科目別に報告する。併せて被災地支援経験がある受講者と、支援経験

のない受講者間についても分析した。アンケートは全て自由記述としたため、KJ 法により

複数の担当者で分析を行った。 

 

「本研修の評価」 

■総論（講義） 

 研修への評価、総じて高いが、「改めて福祉支援の定義がはっきりしない」「講義の情報が

多すぎて未消化」などの課題の提示もあった。被災し支援経験の有無について、経験ありの

受講者は「チームとしての支援のあり方」についての知識・理解を志向し、その点について

評価する傾向があったことに対して、経験無しの受講者は、「自分」が支援に行けることへ

の不安解消をこの総論の評価の軸とする傾向があった。被災地支援の経験がある受講生は、

その経験を踏まえて多職種連携、チーム支援の重要性を感じていることが伺えた。 

■災害支援における多職種連携（講義） 

 クラスターアプローチ、スフィアプロジェクト、サイコロジカルファーストエイド、など

福祉支援ではあまり聞きなれない側面からの解説であったため、「共通言語」の必要性を改

めて知る機会となり、満足度は高かった。この講義内容だけで 1 日研修にしてほしいとい

う意見もあった。しかし、少数意見としてカタカナ用語は不得手だとする受講生もいた。 

 被災地支援経験の有無は、評価に影響がみられなかった。双方とも新しい知識を得ること

で、評価が高かった。 

■災害ボランティアセンター（講義） 

 災害支援における社会福祉協議会の役割とシステムについて、「知らなかった」というコ

メントが多く、改めてボランティアセンターの役割の意義について、高く評価し、又講義の

中で「地元主体」というキーワードの理解が進んだという評価が多かった。被災地支援の有

無に関して受講生の研修への評価に関して影響は見られなかった。 

■災害時におけるコーディネーション機能（講義） 

 具体的な内容であることへの評価が高かった。課題としては、講義の順番でもあるが、コ

ーディネーション機能の重要性は他の講義の中でも触れられていたため、重複があるとの

指摘があった。来年の課題としたい。受講生の被災地支援経験の有無は、評価に影響がなか

った。提示された災害時のケアマネジメントに関するアセスメントシートに関するコメン

トも多く、フォーマットの統一が課題として残された。 

■災害福祉を巡る施策動向、自治体との連携等（講義） 
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 当該県の現状について理解を深めることができたという、肯定的な評価が高かった。特に

被災地経験の無い受講生は、「自分」に役立つ情報、「自分」の住んでいる地域との比較検討

もしたうえで高く評価している傾向が見られた。被災地支援の経験に有る受講生の中には、

「全国から参加者がいる場で限定的な県だけを取り上げるのはどうか」という意見等があ

り、経験がある故にその地域の特性をより重要視でき、「取り上げるなら全ての都道府県を」、

とする意見に繋がったことが考えられる。しかし災害に関する研修における「自治体の取り

組み」については、極めて重要な事項だと委員会では評価しており、内容の普遍化も含め今

後検討していきたいと考えている。 

■災害医療について（講義） 

 DMAT の責任者の最新の講義内容は、受講生の多くが新鮮な驚きをもって高く評価して

いる。過去の震災のデータから次の課題を設定する具体例を学んだことは、大きな成果とな

った。さらには、医療と福祉との繋がりを意識する上で、福祉支援の重要性について改めて

認識した人が多かった。被災地支援経験ありの受講生は「次に活かしていきたい」という表

現が多かった。災害支援において保健医療連携は同等であるべきだが、経験のない受講生は

救命を最優先とする災害現場の実態にやや抵抗を持つ表記もあった。 

■法制度（講義） 

 災害分野を専門とする法律家の話しなので分かりやすく、被災地支援経験の有無にかか

わらず両者ともよく理解できたという意見が多く、高く評価している。提示された『ハンデ

ィブック』を今後の支援には持ち歩くという意見も多かった。さらにこの講義を通して 

自分の今後の課題も把握でき、連携の重要性が腑に落ちたという意見がみられた。 

■演習 

演習１，2、3 は今回初めて職能団体が共同して演習内容を新たに策定し、ファシリテー

タも各団体から選定し、演習の運営に取り組んだ。この結果各団体間の連携体制が強化でき

た。 

共通して言えることは、多職種連携の重要性の確認と、個々人のアセスメントの違いを意

識し、短時間でプランを合意していくことの必要性を学んだ。さらに、日常業務の在り方に

も課題を見出すなど、多くの受講生にプラスの気づきがあった。課題は 90 分という時間の

少なさをあげる受講生の存在だが、災害時にはゆっくりと時間をかけることができないと

いう、リアリティを感じてもらえた、とも評価できる。 

＜演習１＞ 避難所・福祉避難所生活期における役割（避難所における被災者支援） 

被災地支援経験ありの受講生は具体的なコメントが多く、多職種連携で関わる意義、自身

のメンタルコントロールに言及する意見があった。 

 被災地支援経験なしの受講生の中には、被災地支援に正解・不正解はないということだが、

それでもこの場合誰を優先して支援することが正解なのか、を求める声が多い傾向があっ

た。 

＜演習２＞ チームカンファレンス（在宅被災者への支援） 
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被災地支援経験の有無はコメントに影響がなかった。短期間での支援は限りがあり、災害

時には自分の専門外にもかかわることを再認識したとの意見が多かった。違う職種とのカ

ンファレンスを行うことに慣れていない職種には不全感を吐露する意見もみられた。 

＜演習３＞ 支援の引継ぎ（避難所における「記録」の在り方） 

ほかの人の記録が確認できて、自分の癖が分かった、あるいは自分だったらこうするのに、

という意見もあった。総じて被災地支援経験の有無はコメントに影響がなかったが、しいて

いうならば、被災地支援経験ありの受講生は、申し送り記録の演習目的について、ポジティ

ブな意見が多く、経験なしの受講生は、いつも記録との違い、難しさについてコメントする

傾向があった。 

 

「今後の研修内容への要望」 

アンケートの内容から様々な要望があった。以下の点が、主なニーズ、課題として挙げら

れた。 

１．上級研修の開催 

被災地ですぐに活動できるためには「基礎研修」だけではなく、「実習研修」のような

現地で即応できるスキルを継続的に学びたいという声が多く寄せられた。次年度開催を

検討したい。また、医療職種の講師から紹介のあったスフィアアプロジェクトの研修

や、サイコロジカルファーストエイドの研修等をプログラムに取り入れて欲しいという

要望があった。「上級研修」のプログラムとして検討したい。 

２．プログラム改善 

法制度についてさらに深く学ぶ研修や、実践者の声がより聴ける研修への要望もあった。

被災地に行った際の被災者のニーズ等の調査や、その際に使用するシートを使用する演

習を希望する声があった。今後の基礎研修プログラムの内容として検討したい。 

３．情報共有 

外部の災害研修情報なども共有してほしいとの声もあった。修了者が継続して学んでい

けるよう情報を共有する仕組みづくりをしていく必要がある。 

４．参加者同士の交流 

ネットワークの構築に関しては課題が残った。昨年度、「受講者同士もっと繋がりた

い」という声があったため、受講生同士の交流のために懇親会を開いたが、参加者が非

常に少なく、研修の初めのウォーミングアップなどに工夫が必要であることが示唆され

た。演習の初めに自己紹介の時間を設けるなどの工夫があればよいとの意見もあった。

次年度は参加者同時がより交流できる仕組みづくりを行いたい。 

５．研修の広がり 

全国各地でやってほしいという意見があった。本研修をコアカリキュラムとして、更に

各地への浸透を図るため、フォローアップ研修を作って、各都道府県協会、或いは各都

道府県社会福祉士会などにやっていただく形づくりを行っていきたい。 
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「災害支援への動機づけ」 

被災地支援経験ありの受講生の中には、少数ではあったが「ソーシャルワーカーを集めた

研修にもかかわらず避難所支援に重点が置かれ、福祉専門職支援がより求められる仮設住

宅期に力点が置かれていない」という意見があった。これはより福祉の専門性を求めたもの

とみられる。多職種との連携に重きをおいたこの研修の意図を予め伝えることの重要性を

確認した。今後の支援については大多数が積極的であった。 

被災地支援経験なしの受講生は、「研修前は被災地支援へ行けるか不安を持っていたが、

講義を受け自分も行ける、安心した」という意欲を示す意見が多く見られた。一方で「体験

したことがないことであり、不安が尽きない」とする意見もみられた。 

被災地支援の意欲を持つためには、継続研修の必要性があるとの声が多く、継続受講希望

者も多かった。 

 本研修で、知識を得ることに対することへの満足度は高く、多職種連携の重要性を提示す

る講義・演習は意図的に構成され凝縮されていると、多くの受講生は評価していた。今後の

災害福祉支援により貢献でき得るように、研修内容のさらなる向上に努めたい。 
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６．参考資料 

 

（１）制作物 

 ①研修テキスト 

 ②災害派遣時携帯用資料 

 ③チラシ 

 

 

  

②災害派遣時携帯用資料 

 

①研修テキスト 

 

③チラシ 
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（２）各回のプログラム 

 

 ①北海道会場 

 

 1 日目 10:30-18:00 

 時間 内容 講師 

１ 60 分 総論 大島隆代（浦和大学） 

２ 60 分 災害医療について 小井土雄一（国立病院機構災害医

療センター） 

３ 40 分 災害ボランティアセンター 園崎秀治（全国社会福祉協議会） 

４ 60 分 災害支援における多職種連携 原田奈穂子（宮崎大学,PCAT,日本

プライマリ・ケア連合学会） 

５ 90 分 避難所・福祉避難所生活期における役

割を考える 

山本克彦（日本福祉大学）、舟田伸

司（日本介護福祉士会） 

６ 40 分 道の災害対策について 大西章文（北海道総務部危機対策

局危機対策課） 

～1 日目終了後、交流会～ 

 

2 日目 9:00-16:00 

 時間 内容 講師 

１ 60 分 法制度 伊藤考一（札幌弁護士会） 

２ 40 分 災害時におけるコーディネーション

機能 

笠松信幸（日本介護支援専門員協

会） 

３ 90 分 チームカンファレンス 山本純江（日本社会福祉士会) 、笠

松信幸（日本介護支援専門員協会) 

４ 90 分 支援の引継ぎ 森谷就慶（日本精神保健福祉士協

会）、笹岡眞弓/坪田まほ（日本医療

社会福祉協会） 

５ 40 分 振り返り/支援者支援 森谷就慶（日本精神保健福祉士協

会）、笹岡眞弓（日本医療社会福祉

協会） 
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 ②石川会場 

 

1 日目 10:30-18:00 

 時間 内容 講師 

１ 60 分 総論 川井太加子（桃山学院大学） 

２ 60 分 災害医療について 小早川義貴（国立病院機構災害医

療センター） 

３ 40 分 災害ボランティアセンター 園崎秀治（全国社会福祉協議会） 

４ 60 分 災害支援における多職種連携 香田将英（熊本大学医学部） 

５ 90 分 避難所・福祉避難所生活期における役

割を考える 

舟田伸司（日本介護福祉士会） 

６ 40 分 災害福祉を巡る施策動向、自治体との

連携等 

酒尾貴志（石川県危機管理監室危

機対策課防災グループ） 

～1 日目終了後、交流会～ 

 

2 日目 9:00-16:00 

 時間 内容 講師 

１ 60 分 法制度 宇都彰浩（仙台弁護士会） 

２ 40 分 災害時におけるコーディネーション

機能 

笠松信幸（日本介護支援専門員協

会） 

３ 90 分 チームカンファレンス 山本純江（日本社会福祉士会）、笠

松信幸（日本介護支援専門員協会） 

４ 90 分 支援の引継ぎ 森谷就慶（日本精神保健福祉士協

会）、笹岡眞弓 （日本医療社会福祉

協会） 

５ 40 分 振り返り 森谷就慶（日本精神保健福祉士協

会）、笹岡眞弓（日本医療社会福祉

協会） 
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 ③静岡会場 

 

1 日目 10:30-17:10 

 時間 内容 講師 

１ 60 分 総論 大島隆代（浦和大学） 

２ 60 分 災害支援における多職種連携 原田奈穂子（宮崎大学,PCAT,日本

プライマリ・ケア連合学会） 

３ 40 分 災害ボランティアセンター 園崎秀治（全国社会福祉協議会） 

４ 40 分 災害時におけるコーディネーション

機能 

笠松信幸（日本介護支援専門員協

会） 

５ 40 分 災害福祉を巡る施策動向、自治体との

連携等 

金嶋千明（静岡県危機管理部危機

報道監兼危機管理監代理） 

６ 60 分 災害医療について 小井土雄一（国立病院機構災害医

療センター） 

～1 日目終了後、交流会～ 

 

2 日目 9:00-16:00 

 時間 内容 講師 

１ 60 分 法制度 津久井進（兵庫弁護士会） 

２ 90 分 避難所・福祉避難所生活期における役

割を考える 

山本克彦（日本福祉大学） 

３ 90 分 チームカンファレンス 角山信司（日本社会福祉士会） 

４ 90 分 支援の引継ぎ 森谷就慶（日本精神保健福祉士協

会）、笹岡眞弓（日本医療社会福祉

協会） 

５ 20 分 振り返り/支援者支援 森谷就慶（日本精神保健福祉士協

会）、笹岡眞弓（日本医療社会福祉

協会） 
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 ④東京会場 

 

1 日目 10:30-18:10 

 時間 内容 講師 

１ 60 分 総論 笹岡眞弓（文京学院大学） 

２ 60 分 災害医療について 小井土雄一（国立病院機構災害医

療センター） 

３ 50 分 災害ボランティアセンター 園崎秀治（全国社会福祉協議会） 

４ 60 分 災害支援における多職種連携 原田奈穂子（宮崎大学,PCAT,日本

プライマリ・ケア連合学会） 

５ 90 分 支援の引継ぎ 坪田まほ（日本医療社会福祉協

会）、森谷就慶（日本精神保健福祉

士協会） 

６ 40 分 災害福祉を巡る施策動向、自治体との

連携等 

今野善浩（石巻市福祉部次長） 

～1 日目終了後、交流会～ 

 

2 日目 9:00-16:00 

 時間 内容 講師 

１ 60 分 法制度 吉江暢洋（岩手弁護士会） 

２ 40 分 災害時におけるコーディネーション

機能 

笠松信幸（日本介護支援専門員協

会） 

３ 90 分 避難所・福祉避難所生活期における役

割を考える 

舟田伸司（日本介護福祉士会） 

４ 90 分 チームカンファレンス 笠松信幸（日本介護支援専門員協

会） 

５ 40 分 振り返り／支援者支援 森谷就慶（日本精神保健福祉士協

会）、笹岡眞弓（日本医療社会福祉

協会） 
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